
 

部
門
に
お
い
て
、
映
画
研
究
部
制

作
の
『

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ 

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ 

～
時
を
超
え
繋
が

る
絆
～
』
が
第
２
位
に
輝
き
、
22

年
連
続
で
全
国
大
会
へ
の
出
場
を

決
め
た
。 

 

映
画
研
究
部 

全
国
出
場
決
定 

 

６
月
16
日(

日)

、
千
代
田
放
送

会
館
で
第

66
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国

高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
東
京
都
大

会
が
行
わ
れ
た
。
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
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部
長
で
あ
り
、
こ
の
作
品
の
監

督
を
務
め
た
後
藤
和
香
さ
ん(

２

Ｋ)

は
「
１
位
を
獲
り
た
か
っ
た
の

で
悔
し
い
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま

し
た
が
、
全
国
大
会
出
場
の
伝
統

を
守
れ
た
の
で
今
は
ホ
ッ
と
し
て

い
ま
す
」
と
心
情
を
語
る
。
こ
の
作

品
制
作
の
日
々
に
つ
い
て
後
藤
さ

６
月
16
日(
日)

、
映
画
研
究
部
が
全
国
大
会
出
場
を
決
め
、
他
に
も
多
く
の
部
活
が
大
会

に
出
場
し
た
。
今
号
で
は
、
大
会
出
場
ま
で
の
努
力
や
苦
労
と
こ
れ
か
ら
の
抱
負
な
ど
に

つ
い
て
取
材
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

(

編
集
部
共
同
取
材) 

 

れ
た
。
今
回
の
交
流
会
で
は
、
約

20
人
の
錦
城
生
が

54
回
生
の
坂

口
璃
音
さ
ん
か
ら
、
大
学
入
試
や

大
学
生
活
の
話
を
聞
い
た
。
坂
口

さ
ん
は
東
京
農
工
大
学
工
学
部
化

学
物
理
工
学
科
の
１
年
生
。
高
校

時
代
か
ら
興
味
が
あ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、
農
工
大

学
を
志
望
し
た
。 

交
流
会
の
後
半
に
は
参
加
者
の

生
徒
か
ら
の
坂
口
さ
ん
へ
の
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
た
。
生
徒
か
ら
の

大
学
生
活
に
関
し
て
の
質
問
に
は

「
様
々
な
研
究
を
し
て
い
る
人
々

に
出
会
っ
て
、
視
野
が
広
が
り
ま

し
た
。
私
は
エ
レ
ク
ト
ー
ン
と
体

操
競
技
の
一
種
で
あ
る
ラ
ー
ト
の

サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
て
、
忙

し
く
も
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
て

い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
す
。
学
習
に

つ
い
て
は
「
受
験
を
見
据
え
て

日
々
の
学
習
を
行
う
こ
と
が
大
切

ん
は
「
ほ
と
ん
ど
の
部
員
が
ド
ラ

マ
部
門
担
当
だ
っ
た
と
い
う
の
も

あ
り
１
人
で
の
作
業
が
多
か
っ
た

で
す
が
、
部
員
み
ん
な
が
ス
キ
マ

時
間
を
見
つ
け
て
手
助
け
し
て
く

れ
た
の
で
と
て
も
心
強
か
っ
た
で

す
」
と
振
り
返
る
。
実
は
こ
の
題
材

は
約
１
年
半
前
に
先
輩
た
ち
が
取

材
し
、
不
完
全
な
ま
ま
終
わ
っ
て

し
ま
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。
今
回

遺
族
の
写
真
な
ど
の
新
資
料
が
見

つ
か
り
、
ま
た
遺
族
の
所
在
な
ど

が
判
明
し
た
た
め
再
び
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
を
当
て
る
こ
と
に
決
め
た

そ
う
だ
。 

今
年
の
全
国
大
会
は
今
月
下
旬

に
東
京
都
で
予
定
さ
れ
て
い
る
。

全
国
大
会
に
向
け
て
後
藤
さ
ん
は

「
他
の
学
校
は
３
年
生
が
作
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
な
の

で
、
太
刀
打
ち
で
き
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
い
い
成
績
を
残
せ
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
意
気
込
む
。

全
国
大
会
の
目
標
は
準
決
勝
進
出

だ
そ
う
だ
。 

 放
送
部 

都
大
会
出
場 

 

６
月
16
日(

日)

、
第
66
回
Ｎ
Ｈ

Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

東
京
大
会
で
団
体
の
部
と
個
人
の

部
に
出
場
し
た
放
送
部
。 

個
人
朗
読
部
門
で
決
勝
進
出
を

果
た
し
た
元
部
長
の
早
川
涼
介
く

ん(

３
Ａ)

に
取
材
し
た
。 

団
体
の
部
で
は
３
年
生
全
員
で

で
す
。
ど
の
教
科
も
ま
ん
べ
ん
な

く
勉
強
し
て
下
さ
い
」
と
錦
城
生

に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。 

ま
た
同
大
学
の
准
教
授
で
あ
る

清
水
先
生
は
、
科
学
物
理
工
学
科

を
「
今
春
に
開
設
さ
れ
た
化
学
と

物
理
を
ベ
ー
ス
に
持
続
可
能
な
社

会
を
実
現
す
る
技
術
者
の
養
成
を

目
指
す
学
部
で
す
」
と
紹
介
し
た
。 

交
流
会
終
了
後
、
参
加
し
た
柿

田
萌
々
菜
さ
ん(

２
Ｍ)

は
「
学
び

た
い
こ
と
や
夢
が
大
学
合
格
に
導

く
こ
と
に
な
る
と
、
今
回
の
交
流

会
で
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
」

と
話
し
た
。 

 
 

 
 

 
(

鷽) 

 

城
生
は
寝
不
足
で
生
活
習
慣
が
乱

れ
が
ち
な
傾
向
に
あ
り
、
テ
ス
ト

明
け
に
体
力
が
回
復
し
な
い
ま
ま

部
活
動
を
再
開
し
た
結
果
、
熱
中

症
に
な
る
こ
と
が
多
い
そ
う
だ
。 

対
策
に
つ
い
て
「
あ
や
し
い
な

と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
休
む
勇
気

を
も
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
語
る
。
さ

ら
に
、
朝
食
を
し
っ
か
り
取
る
の

も
重
要
な
対
策
法
だ
と
い
う
。
ま

た
、
保
健
室
で
は
温
度
の
指
標
で

あ
る
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ(

暑
さ
指
数)

を
測

れ
る
黒
球
温
度
計
を
導
入
し
た
。

「
水
や
お
茶
だ
け
で
な
く
、
ご
飯

の
中
か
ら
と
れ
る
水
分
も
あ
り
ま

す
。
１
食
抜
い
た
だ
け
で
、
意
外
と

身
体
へ
の
影
響
は
大
き
い
で
す
」

と
朝
食
の
大
切
さ
を
話
す
。 

涼
し
い
所
に
行
く
、
経
口
補
水

液
を
飲
む
な
ど
自
分
で
で
き
る
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。「
自
分
は
な

ら
な
い
は
ず
」
と
油
断
し
て
、
気
が

つ
い
た
と
き
に
は
熱
中
症
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
無
い
よ
う

に
、
し
っ
か
り
し
た
自
己
管
理
を

心
が
け
よ
う
。 

 
 

 
 

(

燕) 

 

熱
中
症
の
患
者
が
多
く
見
ら

れ
る
時
期
と
な
っ
た
今
日
こ
の

頃
。
錦
城
の
患
者
数
は
例
年
と
変

わ
ら
な
い
多
さ
で
、
す
で
に
６
月

末
に
は
１
人
が
救
急
車
で
搬
送

さ
れ
て
い
る
。
熱
中
症
に
つ
い

て
、
養
護
の
早
川
萌
先
生
に
話
を

聞
い
た
。 

昨
年
の
状
況
と
し
て
多
か
っ

た
の
は
、
部
活
の
外
周
中
、
気
が

つ
く
と
脱
水
症
状
に
な
っ
て
い

た
と
い
う
ケ
ー
ス
だ
。
「
体
育
の

授
業
と
違
い
、
部
活
は
い
つ
も
先

生
が
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
熱
中
症
は
体
育
の

授
業
中
よ
り
も
部
活
中
が
多
い

で
す
」
と
早
川
先
生
。
ま
た
、
錦

｢

最
高
」
。
感
情
が
高
ぶ
っ
た
と
き
、
口
か
ら
出
る
の
は
こ

の
言
葉
だ
▼
先
日
、
と
あ
る
バ
ン
ド
の
ラ
イ
ブ
を
観
た
。
き

れ
い
で
繊
細
な
楽
曲
、
情
熱
的
な
演
奏
に
心
を
打
た
れ
た
▼

こ
の
素
敵
な
時
間
の
こ
と
を
人
に
伝
え
た
い
。
し
か
し
、
何

故
か
こ
の
感
動
を｢

最
高｣

と
い
う
言
葉
に
し
か
変
換
で
き
な

い
。
こ
の
気
持
ち
は｢

最
高｣

と
い
う
一
言
で
表
せ
る
も
の
で

は
な
い
の
に
、
う
ま
く
表
現
で
き
る
よ
う
な
言
葉
が
出
て
こ

な
い
。
ど
う
し
た
ら
こ
の
感
情
を
言
葉
で
表
現
で
き
る
の
だ

ろ
う
▼
感
情
を
表
現
す
る
に
は｢

語
彙
力｣

を
高
め
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
語
彙
力
と
は
、
そ
の
人
が
も
っ
て
い
る
単
語
の
知
識
と
、

そ
れ
を
使
い
こ
な
す
能
力
の
こ
と
だ
（
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
よ
り
）
▼
コ

ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
梅
田
悟
司
さ
ん
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で｢

語
彙

力
は
大
切｣

と
話
す
。｢

た
だ
、
語
彙
力
が
大
切
だ
と
い
っ
て
も
、
辞
書

の
言
葉
を
多
く
知
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
は
ず
で
、
考
え
て

い
る
こ
と
を
表
現
す
る
た
め
の
語
彙
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
と
思
う

ん
で
す｣

▼｢

も
の
を
書
く
こ
と
は
、
自
分
の
中
に
あ
る
モ
ヤ
モ
ヤ
が
ど

う
い
う
語
彙
で
表
現
可
能
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
自
分
で
探
す
作

業
。
作
業
で
見
つ
け
た
語
彙
を
繋
げ
て
い
け
ば
、
文
章
っ
て
で
き
る
ん

で
す｣

と
梅
田
さ
ん
は
言
う
▼
友
人
と
話
す
時｢

ヤ
バ
い｣

だ
け
で
会
話

が
成
立
す
る
こ
と
が
あ
る
。｢

ヤ
バ
い｣

は
便
利
な
言
葉
だ
。
ど
ん
な
に

良
い
も
の
を
見
て
も
、
す
べ
て｢

ヤ
バ
い｣

で
完
結
し
て
し
ま
う
。
表
現

力
の
低
下
は
感
性
を
鈍
く
し
、
世
界
を
単
調
に
す
る
と
思
う
▼
ベ
ネ
ッ

セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン｢

第
１
回
現
代
人
の
語
彙
に
関
す
る
調
査｣

に

よ
る
と
、
１
か
月
に
本
を
１
～
２
冊
読
む
人
の
語
彙
力
が
67
％
な
の
に

対
し
、
ま
っ
た
く
読
ま
な
い
人
の
語
彙
力
は
51
％
。
こ
の
結
果
か
ら
、

読
書
は
語
彙
力
の
向
上
に
繋
が
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
▼
夏
休

み
、
宿
題
で
夏
目
漱
石
の
『
こ
こ
ろ
』
を
読
む
。
こ
の
良
い
機
会
に
、

夏
目
漱
石
の
他
の
作
品
も
手
に
取
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。
読
書
で
語
彙

を
身
に
付
け
て
、｢

最
高｣

を
表
現
で
き
る
人
に
な
り
た
い
。 

 
(

柊)  

 

小俣光明さんに今までの捜索活動について取材を行う映画研究部 

部長兼映画監督を 

務めた後藤さん 

≪あらすじ≫ 

１９４５年４月２日。東京都東村山市のとある民家に、Ｂ２

９が墜落し、搭乗していたアメリカ人兵士１１名が亡くなっ

た。搭乗していたアメリカ人兵士の遺族を探してほしいと父

から頼まれた小俣光明さんは遺族を見つけ出すことを決心

する。この作品では捜索活動での苦労や小俣さんの今までの

努力などの経緯を取材し、ドキュメント作品にしたものだ。 

 

錦
城
高
校
新
聞
委
員
会
は
昨
年

の
11
月

17
日(

土)

に
行
わ
れ
た

第

34
回
東
京
都
高
等
学
校
新
聞

「すぐに休む勇気をもって」 

と早川先生 

７月１７日（水）の放課後、ドラムサークル

がホールで開かれ、８人の生徒が参加した。 

ドラムサークルとは、参加者が輪(サーク

ル)になり、打楽器(ドラム)を叩いて即興的

に音楽をつくりあげる打楽器アンサンブル

のこと。輪の中心では、ファシリテーターと

呼ばれるガイド役がボディランゲージを使
って、サークル全体をリードしていく。ドラムサークルは練習をしてパフォーマン

スするのではなくその場で自由に演奏するため、一体感を感じながら緊張やプレッ

シャーから解放された時間を共有することができる。 

参加者はジャンベを中心にビブラスラップ、カリンバなどのパーカッションを用

いて好きなようにリズムを刻んだり、他の人のリズムを真似したり、ファシリテー

ターとして身体を上下に動かして音の強弱を表したりと楽しんでいた。 

スクールカウンセラーの中島静代先生は、ストレスを抱えやすい多忙な錦城生の

 

ためにこの活動を企画した。ドラムサークルにはストレ

スの緩和だけでなく、燃え尽き症候群の回復など様々な

可能性や効果が期待されている。他にも「錦城生は音楽

が好きな人が多いので、リズムを使って誰でも簡単にで

きるドラムサークルを採用しました」と話した。 

ドラムサークルは２学期から月１回の開催が考えら

れている。疲れを感じたときや勉強の息抜きに、ぜひ参

加してみてはどうだろうか。          （菘） 

 

 

 ６月２３日(日)、鉄道研究部は秩父・長瀞へ日帰り取材旅行

に行ってきました！西武鉄道の新型車両「Ｌａｖⅰｅｗ」に乗

車したり、蒸気機関車「パレオエクスプレス」に遭遇したりと

充実した旅となりました。             (李) 

 

将来は太陽電池に関する 

研究を行いたいです 

 ６
月
26
日(

水)

、
視
聴
覚
室
Ａ

に
て
卒
業
生
と
の
交
流
会
が
行
わ

「ハプニングもありましたが 

なんとか完成できました」 

７
分
間
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
「
『
伝
え

な
い
』
よ
り
『
伝
え
る
』
」
を
制
作
。

原
稿
の
再
構
成
な
ど
の
ハ
プ
ニ
ン

グ
が
あ
っ
た
が
、
な
ん
と
か
提
出

期
限
前
日
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
。「
結
果
は
予
選
敗

退
と
な
り
ま
し
た
が
３
年
生
全
員

で
作
品
を
作
れ
て
悔
い
は
あ
り
ま

せ
ん
」
と
振
り
返
っ
た
。 

個
人
の
部
で
は
新
田
次
郎
作

『
芙
蓉
の
人
』
の
一
部
を
朗
読
。

「
手
術
」
が
言
い
に
く
か
っ
た
が

口
を
意
識
的
に
開
け
る
こ
と
で
克

服
し
た
そ
う
だ
。
早
川
く
ん
は
「
決

勝
進
出
が
１
つ
の
目
標
だ
っ
た
の

で
満
足
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
を

見
せ
た
。 

自
分
の
思
う
ま
ま
に 

太
鼓
を
叩
く
編
集
委
員 

「音楽の祭典にも 

使われています」 

７月 16日（火）から錦城高校内のブ

ロック塀取り壊し工事が始まった。事

務長によると、工事のきっかけは昨年

６月１８日の大阪北部地震で起こった

ブロック塀倒壊事故。ブロック塀は夏

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
に
て
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果

に
伴
っ
て
、
７
月
14
日(

日)

に
東

京
都
庁
で
行
わ
れ
た
第

43
回
全

国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
壮
行
会

に
参
加
。
そ
こ
で
は
東
京
都
か
ら

総
合
文
化
祭
へ
の
推
薦
状
を
頂
き

ま
し
た
。
錦
城
高
校
新
聞
委
員
会

は

11
年
連
続
で
の
総
合
文
化
祭

出
場
と
な
り
ま
す
。 

今
年
の
総
合
文
化
祭
は
、
７
月

28
日(

月)

か
ら
８
月
１
日(

木)

に
佐
賀
県
で
行
わ
れ
ま
す
。
佐
賀

県
で
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
新

聞
部
・
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
、

班
に
分
か
れ
て
県
内
の
名
所
を
交

流
取
材
し
ま
す
。
そ
の
様
子
や
佐

賀
で
の
取
材
内
容
に
つ
い
て
は
、

次
号
以
降
で
詳
し
く
お
伝
え
す
る

予
定
で
す
。
お
楽
し
み
に
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

休みの期間を使ってフェンスに取り換えられる予定だ。   （槿） 

 

 

壮行会に行ってきました！ 

 

右
：
車
両
の
写
真
を
撮
る
部
員 

 

左
：
新
型
特
急
Ｌ
ａ
ｖ
ｉ
ｅ
ｗ 

 



（２） 
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・・・・・・・ 

図
書
委
員
会
で
は
今
年
度
も
錦

城
祭
で
古
本
市
を
開
催
す
る
。
そ

こ
で
、
小
説
や
漫
画
な
ど
の
不
要

な
本
を
募
集
中
だ
。
他
に
も
過
去

問
、
参
考
書
や
雑
誌
な
ど
で
も
大

歓
迎
。
過
去
問
は
錦
城
だ
け
で
な

く
他
校
の
も
の
で
も
大
丈
夫
だ
と

い
う
。 

司
書
の
渡
邊
愛
先
生
は
「
古
本

市
に
よ
っ
て
出
た
収
益
は
ト
ト
ロ

の
ふ
る
さ
と
基
金
に
寄
付
し
て
い

【締
切
日
】
９
月
13
日
（
金
） 

持
っ
て
き
た
本
は 

各
ク
ラ
ス
の
図
書
委
員 

も
し
く
は
図
書
室
ま
で
！ 

 

ふるさと基金の感謝状を
手に持つ渡邊先生 

ま
す
」
と
話
す
。
ト
ト
ロ
の
ふ
る
さ

と
基
金
と
は
、
映
画
『
と
な
り
の
ト

ト
ロ
』
の
舞
台
と
い
わ
れ
て
い
る
、

狭
山
丘
稜
周
辺
の
自
然
を
守
る
た

め
の
募
金
活
動
の
こ
と
だ
。
寄
付

ワンダーフォーゲル部に所属している増古朋実さん(２Ｈ)は週に２

回、カバディ女子日本代表の練習に参加している。今回は増古さんの

カバディとの出会いやその魅力について取材した。 

増古さんは『灼熱カバディ』という漫画を読んだことがきっかけで

カバディに興味を持った。その後、カバディについてインターネット

で調べてみたところ、カバディの体験会を見つけ、参加してみたそう。

後日、体験に参加したチームの応援として行った大会の後のエキシビ

ションマッチに出場した際に、カバディ女子日本代表のコーチから「練習に参加してみないか」と声をか

けられ、練習に参加しはじめたそうだ。 

カバディの魅力は「ゲーム中、体力以外にも集中力と頭を使うこと」と話す。元々野球や陸上といった

スポーツをやっていた経験もあり、脚力が重要視されるカバディの練習にも「ついていけているかな」と

増古さん。「練習でやった動きをどこまで練習試合に落とし込めるかを意識しています」と語った。 

カバディはインドの国技として有名だが、女子カバディは競技人口が少ないという。増古さんは大学

に入学しても続けていきたいと抱負を口にした。                      （梅） 

 

カバディの練習風景 映
画
研
究
部 

６
月
16
日(

日) 

▽
第

66
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
東
京
都
大
会 

テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門
２
位 

 

全
国
大
会
出
場
決
定 

 

空
手
道
部 

６
月
７
日(

金)

・ 

８
日(

土)

・
９
日(

日) 

▽
関
東
高
等
学
校
空
手
道
大
会 

男
子
団
体
形 

１
回
戦
敗
退 

 

放
送
部 

６
月
16
日(

日) 

▽
第

66
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
東
京
都
大
会 

団
体
の
部 

 
 

 
 

予
選
敗
退 

個
人
の
部 

 

早
川
涼
介(

３
Ａ) 

決
勝
進
出 

 

６
．
１
７
～
７
．
１
９

 

７
月
16
日(

火) 
 

図
書
委
員
会 

中
央
委
員
会
随
時
活
動
中 

 生
徒
会
役
員
、
活
動
の
現
状 

 

① 

生
徒
会
会
長
の
松
本
千
冬
く

ん(

３
Ｂ)

が
生
徒
会
選
挙
で
述
べ

た
公
約
は
、
錦
城
生
の
ゴ
ミ
捨
て

マ
ナ
ー
を
改
善
す
る
こ
と
だ
。
ゴ

ミ
置
き
場
で
、
可
燃
ゴ
ミ
の
袋
が

不
燃
ゴ
ミ
の
場
所
に
置
い
て
あ
っ

た
り
、
不
燃
ゴ
ミ
の
袋
の
中
に
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
が
入
っ
て
い
た
り

と
、
過
去
頻
繁
に
話
題
に
挙
が
っ

た
ゴ
ミ
の
分
別
問
題
。 

回
収
業
者
か
ら
の
注
意
喚
起
や

ク
レ
ー
ム
は
少
な
く
な
っ
た
と
は

い
え
「
食
堂
の
ゴ
ミ
箱
を
見
る
と
、

分
別
が
完
璧
に
で
き
て
い
る
と
は

思
え
な
い
で
す
」
と
苦
笑
い
。
公
約

の
他
に
も
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
自
販

機
の
設
置
に
つ
い
て
は
現
在
進
行

中
と
い
う
こ
と
か
ら
、
達
成
度
は

50
％
と
し
た
。 

② 

生
徒
会
副
会
長
の
橘
颯
太
朗

く
ん(

２
Ａ)

は
、
意
見
箱
の
改
良

と
、
小
平
ロ
ー
ド
な
ど
の
公
共
の

場
で
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
啓
発
す

る
こ
と
を
公
約
に
掲
げ
て
い
た
。

し
か
し
、
意
見
箱
に
つ
い
て
は
２

年
生
で
も
使
い
方
を
知
ら
な
い
人

が
い
る
の
が
現
状
だ
そ
う
。
実
際

に
意
見
が
投
函
さ
れ
る
こ
と
も
少

な
く
「
意
見
あ
っ
て
の
生
徒
会
な

の
で
、
も
っ
と
注
目
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
」
と
語
る
。 

ま
た
、
錦
城
生
の
マ
ナ
ー
は
改

善
さ
れ
ず
、
近
隣
住
民
か
ら
の
苦

情
は
減
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
両

者
の
改
善
策
や
啓
発
活
動
を
、
残

り
の
任
期
で
考
え
て
い
き
た
い
と

し
た
う
え
で
、
達
成
度
は
30
％
と

話
し
た
。 

③ 
監
査
委
員
長
の
勝
木
直
人
く

ん(

３
Ｇ)
の
公
約
は
、
監
査
委
員

会
の
仕
事
の
効
率
化
。「
部
活
の
人

は
正
確
な
書
類
を
期
日
通
り
に
出

し
て
く
れ
て
、
協
力
的
で
し
た
」
と

話
す
。 

反
省
点
と
し
て
、
朝
礼
で
予
算

の
決
め
方
を
生
徒
に
説
明
し
た
か

っ
た
が
、
今
年
は
で
き
な
か
っ
た

こ
と
を
挙
げ
る
。
後
輩
に
引
き
継

ぎ
、
来
期
は
実
行
さ
せ
た
い
と
い

う
。
予
算
会
議
は
目
立
っ
た
ミ
ス

も
な
く
仕
事
の
効
率
化
も
で
き
た

た
め
、
達
成
度
は
１
０
０
％
だ
と

語
っ
た
。 

④ 

監
査
副
委
員
長
の
岡
﨑
翔
也

く
ん(

２
Ｂ)

は
、
予
算
の
使
い
道

を
可
視
化
す
る
こ
と
を
公
約
と
し

て
い
た
。
自
身
が
１
年
生
の
と
き

は
、
予
算
案
審
議
や
決
算
報
告
の

際
に
何
が
話
さ
れ
て
い
る
か
わ
か

ら
な
か
っ
た
と
い
う
。 

「
５
月
に
行
わ
れ
た
生
徒
総
会

で
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で

準
備
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
い
、
監

査
委
員
会
の
宣
伝
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
や
っ
て
い

き
ま
す
」
と
意
気
込
み
を
語
る
。
活

動
内
容
の
把
握
は
で
き
、
自
分
の

仕
事
は
達
成
で
き
た
こ
と
か
ら
、

達
成
度
は
80
％
と
話
し
た
。 

⑤ 

錦
城
祭
実
行
委
員
長
の
森
彩

葉
さ
ん(

２
Ｍ)

が
掲
げ
た
公
約
の

１
つ
目
は
、
錦
城
祭
の
ル
ー
ル
の

見
直
し
。
従
来
の
「
ク
ラ
ス
企
画
の

壁
の
高
さ
は
１
．
２
ｍ
ま
で
」
と
い

う
ル
ー
ル
を
「
教
室
の
ど
こ
か
ら

で
も
出
口
が
見
え
る
高
さ
ま
で
」

に
、「
お
化
け
屋
敷
を
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
い
う
ル
ー
ル
は
「
教
室
を

真
っ
暗
に
し
て
は
な
ら
な
い
」
に

今
期
の
生
徒
会
が
始
ま
っ
て
早
８
か
月
。
生
徒
会
役
員
は
昨
年
11

月
の

生
徒
会
選
挙
の
際
に
そ
れ
ぞ
れ
の
公
約
を
掲
げ
て
い
た
。
生
徒
会
の
引
き

継
ぎ
ま
で
あ
と
４
か
月
。
期
末
考
査
後
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
約
が
ど
れ

ほ
ど
達
成
で
き
た
の
か
を
本
人
達
に
評
価
し
て
も
ら
い
、
残
さ
れ
た
課
題

点
と
こ
れ
か
ら
の
目
標
に
つ
い
て
取
材
し
た
。 

 
(

編
集
部
共
同
取
材) 

 

６
月

28
日(

金)

視
聴
覚
室
Ａ

で
、
合
唱
同
好
会
の
第
２
回
定
期

演
奏
会
が
行
わ
れ
た
。
テ
ー
マ
は

「
青
春
」
。
３
年
生
に
と
っ
て
は
最

後
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
、
多
く
の
錦

城
生
が
集
ま
っ
た
。 

披
露
さ
れ
た
の
は
ア
ン
コ
ー
ル

曲
含
め
７
曲
だ
。
ど
の
曲
も
美
し

い
歌
声
と
一
体
感
あ
る
ハ
ー
モ
ニ

ー
で
観
客
を
魅
了
し
た
。
最
初
の

曲
紹
介
の
司
会
は
玉
野
井
大
志
く

ん(

３
Ｊ)

と
竹
本
龍
宏
く
ん(

３

Ｌ)

。
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
紹
介

に
、
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
た
。
２

曲
目
の
『
次
元
』
で
は
、
特
徴
的
な

歌
詞
と
大
き
な
緩
急
の
変
化
で
会

場
を
盛
り
上
げ
る
。
５
曲
目
の
『
群

青
』
で
は
引
退
す
る
３
年
生
の
名

前
が
呼
ば
れ
る
な
ど
、
歌
だ
け
で

な
く
演
出
も
光
る
コ
ン
サ
ー
ト
だ

っ
た
。 

新
代
表
の
熊
田
あ
い
な
さ
ん

(

２
Ｅ)

に
よ
る
と
、
今
回
の
コ
ン

サ
ー
ト
は
今
ま
で
で
１
番
集
客
数

が
多
か
っ
た
と
い
う
。「
実
り
の
あ

る
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
」
と
笑
顔

を
見
せ
た
。
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
、

兼
部
し
て
い
る
人
と
し
て
い
な
い

人
の
差
を
埋
め
る
こ
と
。
合
唱
同

好
会
の
兼
部
率
は
高
く
、
兼
部
し

て
い
る
人
は
コ
ン
サ
ー
ト
で
歌
う

曲
を
減
ら
す
な
ど
、
穴
を
補
え
る

よ
う
に
工
夫
し
た
と
い
う
。
ま
た
、

お
客
さ
ん
の
心
を
ど
れ
だ
け
動
か

せ
る
か
と
い
う
こ
と
に
も
重
き
を

置
い
た
そ
う
だ
。 

ま
た
、
前
代
表
の
二
神
満
琳
さ

ん(

３
Ｉ)

は
「
も
と
も
と
有
志
団

体
だ
っ
た
の
を
私
た
ち
の
代
で
同

好
会
に
昇
格
で
き
た
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
続
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
で

す
」
と
語
る
。 

最
後
に
熊
田
さ
ん
は
錦
城
生
に

「
こ
の
同
好
会
は
学
年
問
わ
ず
と

て
も
仲
が
良
く
て
、
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
で
す
。
も
し
コ
ン
サ

ー
ト
で
聞
い
て
『
合
唱
っ
て
い
い

な
』
と
思
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
合
唱
同
好

会
に
入
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
呼

び
か
け
た
。 

 
 

 
 

 
(

燕) 

 

の
が
楽
し
み
」
と
こ
れ
か
ら
の
予

定
に
も
期
待
を
寄
せ
た
。 

今
回
、
取
材
の
中
で
留
学
生
た

ち
は
で
き
る
だ
け
日
本
語
で
話
そ

う
と
努
力
し
て
い
て
、
日
本
に
対

す
る
熱
意
を
感
じ
た
。
こ
の
経
験

が
彼
ら
に
と
っ
て
有
意
義
な
も
の

に
な
っ
て
ほ
し
い
。 

 
 

(

鴻) 

 

美しい合唱で感動を呼ぶ 

それぞれの公約内容と昨年１１月～今年７月の達成度 

気
で
好
印
象
を
持
っ
た
。
授
業
も

貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
そ
う
。

Peter

先
生
に
よ
る
と
、
フ
ォ
レ
ス

ト
レ
イ
ク
高
校
で
は
日
本
語
は
選

択
科
目
で
、
人
気
だ
と
い
う
。
最
後

に
、
生
徒
た
ち
は
「
残
り
の
10
日

間
の
滞
在
期
間
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
に
行
っ
た
り
、
京
都
に
行
っ

て
日
本
の
文
化
に
触
れ
た
り
す
る

食堂で錦城生とのおしゃべりを 

楽しむフォレストレイク生 

７
月
１
日(

月)

、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
フ
ォ
レ
ス
ト
レ
イ
ク
高
校

か
ら

18
名
の
生
徒
と
３
名
の
教

員
が
錦
城
に
学
校
体
験
の
た
め
、

来
校
し
た
。
生
徒
た
ち
は
食
堂
で

の
昼
食
や
書
道
、
英
会
話
、
音
楽
な

ど
の
授
業
体
験
を
通
じ
て
錦
城
生

と
交
流
し
た
。
放
課
後
、Shalom 

Setu

さ
ん
、Sarah Taylor

さ
ん
、

Shalom 
Peleseuma

さ

ん

、

Alexander Stuart

く
ん
の
４
人

の
生
徒
と
、
フ
ォ
レ
ス
ト
レ
イ
ク

高
校
で
日
本
語
を
教
え
て
い
る

Peter Frosby

先
生
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
た
。 

は
じ
め
に
、
日
本
に
来
て
み
た

感
想
を
聞
く
と
日
本
語
で
「
す
ご

い
！
」
と
生
徒
た
ち
は
口
を
揃
え

る
。
具
体
的
に
は
、
明
治
神
宮
の
日

本
ら
し
い
建
築
や
秋
葉
原
の
大
き

な
電
気
看
板
に
感
動
し
た
そ
う
。

「
日
本
は
景
色
が
き
れ
い
で
雰
囲

気
が
好
き
」
とSarah

さ
ん
は
話

す
。
錦
城
生
の
様
子
に
つ
い
て
生

徒
た
ち
は
、
食
堂
に
い
る
生
徒
は

み
ん
な
話
し
や
す
く
温
か
い
雰
囲

 ラーニングセンターのテラス前

の柱に絵が飾られている。風景画

家の番場三雄さんが、蔵王の頂上

の樹氷を描写した『髙原の朝』だ。 

この絵は今年の２月に、山形県

教育旅行誘致協議会から寄贈され

た。錦城が修学旅行として、５０

年以上山形県蔵王へスキーに行っ

ていることに対するお礼の品だと

いう。以前は新校舎２階のエレベ

金
は
、
環
境
保
全
の
た
め
に
土
地

を
買
い
取
る
こ
と
や
、
里
山
管
理

事
業
を
す
る
こ
と
な
ど
に
あ
て
ら

れ
て
い
る
。
錦
城
の
協
力
に
対
し

て
、
団
体
か
ら
毎
年
感
謝
状
が
届

く
そ
う
。「
自
分
の
い
ら
な
い
本
を

無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
自
然
保

護
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
」
と
渡
邊
先
生
は
話
す
。 

古
本
市
自
体
は

20
年
以
上
も

続
い
て
い
る
。
一
昨
年
ま
で
は
近

所
の
人
か
ら
回
収
し
て
い
た
が
、

集
ま
る
本
の
数
が
少
な
く
な
っ
て

き
た
た
め
、
錦
城
生
か
ら
募
集
す

る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
。
最
後
に

渡
邊
先
生
は
「
１
人
１
冊
で
も
い

い
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」
と
錦
城
生
に
呼
び
か

け
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
(

燕) 

 

ーター前に飾られていたが、同じ場所に飾られていた別の絵と

のバランスが考慮され、今の場所に移された。 

生徒の間ではこの絵のことを知らない人が多い。この機会に

１度見に行ってみてはどうだろうか。         （燕） 

 

変
更
し
た
。 

２
つ
目
の
公
約
は
、
新
企
画
の

提
案
。
星
形
の
紙
に
生
徒
に
書
い

て
も
ら
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
１
つ

の
大
き
な
看
板
を
作
る
予
定
だ
。

設
置
場
所
は
保
健
室
前
に
決
ま
っ

た
と
い
う
。
「
自
分
の
達
成
度
は
、

錦
城
祭
が
終
わ
っ
た
後
に
決
ま
り

ま
す
」
と
森
さ
ん
は
語
っ
た
。 

 

＊ 

＊ 

＊ 
 

昨
年
、
問
題
に
な
っ
て
い
た
ゴ

ミ
の
分
別
問
題
。
ゴ
ミ
の
管
理
を

担
当
し
て
い
る
営
繕
の
１
人
で
あ

る
小
野
泰
浩
さ
ん
に
編
集
部
が
独

自
で
取
材
し
た
。
小
野
さ
ん
は
「
ゴ

ミ
の
分
別
は
問
題
な
い
が
、
そ
れ

を
継
続
で
き
る
か
が
大
切
で
す
」

と
話
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
良
い
報
告
が
あ
る

中
で
、
新
た
な
問
題
も
発
覚
。
最

近
、
不
燃
ゴ
ミ
の
ス
ペ
ー
ス
に
可

燃
ゴ
ミ
が
置
い
て
あ
る
こ
と
が
あ

る
そ
う
だ
。
実
際
、
編
集
委
員
が
取

材
を
し
た
と
き
も
同
様
の
様
子
が

見
ら
れ
た
。
小
野
さ
ん
に
よ
る
と
、

ゴ
ミ
を
置
く
と
き
の
確
認
不
足
や

ゴ
ミ
置
き
場
の
入
り
口
か
ら
ゴ
ミ

を
投
げ
入
れ
て
い
る
こ
と
が
原
因

と
し
て
考
え
ら
れ
る
そ
う
。
分
別

し
た
こ
と
を
無
駄
に
し
な
い
た
め

に
も
、
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て

ゴ
ミ
を
捨
て
よ
う
。 

今
期
の
生
徒
会
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
自
動
販
売
機
の
導
入
を
目
指
し

て
活
動
し
て
き
た
。
し
か
し
ゴ
ミ

の
分
別
問
題
な
ど
課
題
点
が
多
々

あ
る
。
残
さ
れ
た
任
期
４
か
月
で

ど
れ
ほ
ど
改
善
へ
と
繋
げ
る
こ
と

が
で
き
る
か
、
生
徒
会
に
期
待
だ
。 

 

公約達成率について語る生徒会役員 

役職 名前(クラス) 主な公約 達成度

③

④

⑤

勝木直人くん(３G)

岡﨑翔也くん(２B)

森彩葉さん(２M)

100%

80%

―

ゴミ捨てマナーの改善

生徒会副会長

監査委員長

監査副委員長

錦城祭実行委員長

仕事の効率化

予算の使い道を可視化

錦城祭ルールの見直し
新企画の提案

① 生徒会会長 松本千冬くん(３B) 50%

マナーの啓発
意見箱の改良

橘颯太朗くん(２A)② 30%
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